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150717 

          東京都立東大和南高等学校 

      宿泊に伴う防災訓練参加報告  
 南街・桜が丘地域防災協議会本部 

                          平成２８年０７月２０日 

１． 序 

   本紙に添付資料の通り０７月２０日に都立東大和南高校で第回５回目の防災訓練が

実施され、この訓練には訓練指導として北多摩西部消防署、市の防災安全課及び訓練

参加団として体東大和市社会福祉協議会、東大和市立第二小学校 PTA、南街・桜が丘

地域会員から３０名強の参加者ありました。 

今回の防災訓練は昨年同様一年生を対象として東大和市防災安全課からの「避難所

体験訓練」及び北多摩西部消防署からの「防災講話」及び自主訓練としての「α化米

炊き出し」を体験した後に、学校内での「宿泊(一泊)」を実施しました。   

   都立東大和南高校は当防災協議会の地域内に建設されている施設であり、東大和市 

の防災マップ上には、災害時避難場所として設定されております。同高校とは震災等

に備えて施設のキーを当防災協議会で預かる防災協定を締結しておりますが、今回も

お預かりしているキーを使用して施設の開錠訓練を実施しました。 

● 地域住民と学校側との施設開錠訓練の実施及び生徒さんの避難所体験

訓練と防災講話の見学(クロスロード訓練) 

● 炊き出し訓練 

● 宿泊訓練 

２．参加生徒／教員・職員数 

 生徒総数(一年生が対象)；２７８名 

 教員・職員数      ；１８名 

    

２．参加団体 

   北多摩西部消防署、東大和市市役所(防災安全課)、東大和市社会福祉協議会、東大

和市第二小学校 PTA、南街・桜ヶ丘地域防災協議会 

 

３． 防災訓練内容 

 3.1.  防災協議会による通用門／玄関及び体育館の開錠訓練 

3.2.  地域住民避難所設営訓練；市民生活課が担当 

 3.3. 東大和南高校クロスロード訓練；北多摩西部消防署が担当 

3.4.  非常食の炊き出し訓練 

3.5. 防災講話；被災体験に基づく講話 ；同校教諭；鈴木啓一先生 

3.6. 宿泊訓練（学校の校舎内で宿泊しました） 

 

              訓練に参加の皆様 

 

 

 

 

 

 

 

1. 訓練状況 
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４．防災協議会の通用門／玄関／体育館の開錠訓練 
 

 正門前での東京ユニオンガーデン大西様からの訓練事前説明状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

正門開錠／開門訓練 

          開錠／開門作業開始 

   

 

 

                        開錠した状況                                

 

 

  

 

 

  閉門した状況 

 

   

 

 

 

 

 

東門開錠／開門訓練  東門前に集合            開錠開始 
 

                              

 

 

 

 

 

 

開門作業認                閉門作業確認  
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防災倉庫見学（２基の倉庫が設置） 
 

 

 

 

 

 

                 防災倉庫説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

玄関の開錠 

  コントロールボックス    玄関開錠説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北門開錠／開門訓練 

        北門錠前確認      開錠作業開始  
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 体育館扉開錠／開放訓練 

コントロール Box操作確認 

                        コントロール Box 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 体育館内各種訓練の為、一年生集合状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

  ５．地域住民避難所設営訓練；東大和市役所市民生活課が担当 

訓練は各クラス代表者による地域住民避難所設営訓練を行い他の生徒はその 

訓練状況の見学を行った。訓練終了後設営結果のディスカッションを行いまし 

た。どの様形で避難所を設営すれば良いかの訓練が出来たと思います。 
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  ６．東大和南高校クロスロード訓練 

     北多摩西部消防署が担当してクロスロードの形で質問に対して何れか選択しま

しました。回答には考え方により正解多様化します。災害時の状況に応じて何を

すべきかを考える良い訓練でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   質問は 10項目ありその概略質問内容及びその結果は以下の通りです。 

     (参加者約４００名で人数の多い意見で判定しました) 

     質問内容                        その結果 

 １． 自治会に入りますか                      ✖  

 ２． 地震保険に入りますか                     ○ 

 ３． 残り湯を残しておきますか                   ✖  

 ４． ボランティア保険はその地域で付加すべきですか         ✖ 

 ５． 避難所に飼い犬を連れて行きますか               ○  

 ６． 避難所で不足食料を配布しますか(人数 3000人、食料 2000食)   ○ 

 ７． 私の非常袋に食料あり、これを避難所で食べられますか      ○ 

 ８． ボランティアの人が体育館の裏でいちゃついているが、注意しない ○ 

 ９． 経営不振の会社が在庫品を無償支給しますか           ○ 

 １０．海辺の住まいで１０分後に津波が来るが、他人を助けに行きますか ○ 
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